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　要　旨
　本エッセイは，「天狗がつくられる村：富山県高岡市 C 村の獅子舞調査」（『現代と文化』第
131 号，2015 年），「女がみた男の世界：富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 2」（『現代と文化』第
133 号，2016 年），「天狗のきもち，獅子のきもち：富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 3」（『現代
と文化』第 135 号，2017 年），「祭りのおわり：富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 4」（『現代と文
化』第 137 号，2018 年）の続編である．2015 年のエッセイでは「天狗をつくる」という C 村の
表現を手がかりに獅子舞を含む村の行事へのコミットが自明視されていたことに，2016 年のエッ
セイでは青年団という組織の限界に，2017 年のエッセイでは獅子舞の学習過程におけるあいま
いさに，2018 年のエッセイでは人手不足により休止を迎えた C 村の獅子舞をテーマとした．
　本エッセイでは，全国一と言われる富山県の獅子舞状況の変化を把握し，C 村の獅子舞休止の
相対的な位置づけを試みる．
　キーワード：伝統芸能，獅子舞，祭礼，地域，コミュニティ
　はじめに
　2018 年 8 月 4 日土曜日に C 村の納涼祭が行われた．6 年間休止されていた納涼祭が復活した
のは 2017 年 8 月．2017 年 4 月をさいごに獅子舞が休止となったため，自治会が「村民のコミュ
ニケーションがとれなくなる」との理由から復活させたのである．2017 年の納涼祭は好評だっ
たそうで，「やっぱりこういう憩いの場，必要やわ」と村民らが自治会長に継続を要望し，2018
年も引き続きの開催となった．開催場所である C 村の公民館では朝から準備が行われ，開始時
刻の 16 時には自治会長による開始の言葉が述べられた．酷暑と言われた夏で，その日も 35℃を
超える猛暑日であったが，会場には多くの人が詰めかけ，終始和やかな空気が満ちていた．
　筆者は 2013 年度より，筆者が生まれた富山県高岡市 C 村の獅子舞の調査を行ってきた1）．
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2015 年には，エッセイ「天狗がつくられる村―富山県高岡市 C 村の獅子舞調査」を記し2），ど
のようにその他大勢の獅
し
子
し
方
かた
（獅子を担う人々）ではなく，獅子と戦うヒーローである天狗が
「つくられる」のかに着目した．天狗に立候補したり指名されたりするのではなく，天狗として
「つくられる」ことによって，獅子方か天狗かに関わらず，獅子舞へのコミットの全団員の平等
が保たれているというのが筆者の見解であった．
　その続編であるエッセイ「女がみた男の世界―富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 2」では3），「青
年団」という組織が暴力や酒，下品な話題といった「男の世界」と表裏一体であること，またそ
の「男の世界」に馴染めない男たちを遠ざける結果につながっていることを記した．さらに続編
のエッセイ「天狗のきもち，獅子のきもち―富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 3」では4），獅子舞
の学習過程に目を向け，「天狗のきもちになれ」という助言に代表される漠然とした指導体系が，
若者たちを遠ざけていると考察している5）．
　そのエッセイの校正作業中，次の獅子舞（2017 年）をさいごにするという連絡を受けて記し
たのが「祭りのおわり―富山県高岡市 C 村の獅子舞調査 4」である6）．そこでは C 村の獅子舞の
運営の変化を「みんなのもの」から「だれかのもの」への変化と捉え，おわりに向かわざるを得
なかったプロセスに着目した．当エッセイの執筆中（および校正作業中）は，練習だけでも続け
たらどうかという案もあったが，結局，それは実現には至っていない．しかし，獅子舞は別のか
たちで C 村に名残をとどめることとなった．
　祭りのなごり
　きたる 2019 年 4 月の祭礼の日，神社で獅子舞のお囃子の録音が流されるという．2018 年 6 月
31 日，そのためのレコーディングが行われた．C 村にある神社の氏子たちは，毎年，春と秋，2
度の祭礼で神社に年貢米を納める．春の祭礼は毎年，4 月の第 2 土曜・日曜と決まっているが，
これは C 村の周囲の町村も同じで，獅子舞のなかった 2017 年，「周り中から（獅子舞の）太鼓
きこえるがに，（年貢米を納めるために神社に）来たけどあいそんないなぁ（筆者注：方言で張
り合いがなく寂しいという意味）」という会話が村民の間で交わされていたのを耳にはさんだ神
社の奉賛会が，獅子舞の運営団体であった青年団に「（年貢米を納めに来る人たちのために）お
囃子だけでも録音してくれんか」と申し入れたのだという．
　もともと C 村の神社ではかなり以前から，元日にカセットデッキで雅楽のテープを流してい
た（現在は CD）．奉賛会は，それと同じように，祭礼では獅子舞のお囃子を流したいと考えた
らしい．青年団は最初，獅子舞の休止にあたり企業に依頼して作成した記録 DVD から音源のみ
を取り出した CD を作成したが，ギャラリーの声なども入っていて何となく都合がわるい．そこ
で新たにスタジオを借りて録音したのだという．
　なるほど，とも思わされる一方で，天狗と獅子が不在のまま，スピーカーから流れるお囃子を
想像すると，筆者はよけいに「祭りのおわり」を感じてしまう．だが，「祭りのおわり」は C 村
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に限られたことではない．全国各地で祭礼の担い手がおらず，中止や休止にせざるを得ないとい
う話はよく耳にする．そして，獅子舞日本一と言われる富山県の獅子舞もまた，例外ではないの
だ．本エッセイでは，富山県，特に高岡市と氷見市の全体の傾向を捉え，C 村の「祭りのおわ
り」を相対化したい．
　1．富山の獅子舞
　富山が獅子舞が盛んな県であることはこれまでのエッセイでも述べてきた．【図 1】は，1978
年に行われた調査を参考に作成した，富山県における獅子舞数の分布図である（現在は市町村合
併等により変更があるが，当時の市町村状況を反映した地図を用いた）7）．1978 年当時，富山県
全体で，1199 団体による現行の獅子舞が確認されている（休止中をのぞく）．
【図 1：1978 年当時の富山県の市町村別獅子舞分布図】
富山県教育委員会編，1979，『富山県の獅子舞』富山県郷土史会をもとに筆者が作成．
　2005 年に行われた，文化庁から富山県に委嘱された「ふるさと文化再興事業伝統文化総合支
援研究委託事業」における研究「富山県の獅子舞活性化」では，富山県で 1170 団体が獅子舞を
継承しているという報告がある8）．
　しかし，その 1170 という数字には休止中の 318 団体も含まれている9）．つまり，2005 年には
現行として確認される獅子舞団体が 852 団体ということであり，1978 年の 1199 団体からは 347
団体も減っているのである．
　また，【表 1】は 1978 年当時の市町村別の獅子舞数と市町村別の人口をまとめたものである．
特に獅子舞数の多い 8 市町村を抜粋し，獅子舞数の多い順に記入した．また，獅子舞一団体あた
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りの人口も記入してある．こうしてみると，高岡市は獅子舞の数としては 3 番目であるが，人口
と照らし合わせるとそれほど獅子舞が密集している地域とは言えないかも知れない．
【表 1：1978 年の富山県の獅子舞数と人口】
i）富山県教育委員会編，1979，『富山県の獅子舞』富山県郷土史会
ii）人口：富山県，1986，『富山県の人口―富山県人口統計調査結果報告書』富山県
iii）小数点以下切り捨て
　だが，高岡市が獅子舞をある種のシンボルとして捉えてきたのには他にも理由があると考えら
れる．それは，芸能としての完成度，とでも言えば良いだろうか．調査者によってその分類に多
少の違いがあるが，たとえば富山県教育委員会文化財課が発行している『とやまの獅子舞百選』
では，「氷見型百足獅子」「五箇山型百足獅子」「砺波型百足獅子」「加賀型百足獅子」「射水型百
足獅子」「二頭型金蔵獅子」「一頭型金蔵獅子」「下新川型天狗舞獅子」「越後型神楽獅子」「行道
獅子」の 10 種類に分類されている．
　高岡市には C 村も含め，「氷見型百足獅子」が多い．「砺波型百足獅子」や「射水型百足獅子」，
「二頭型金蔵獅子」，「一頭型金蔵獅子」，「五箇山型百足獅子」の多くは子どもが獅子に対峙する
「獅子あやし」をつとめる．「行道獅子」も多くの場合は「獅子あやし」は子どもである．また，
「五箇山型百足獅子」「砺波型百足獅子」「加賀型百足獅子」の獅子の胴体は大きく見せるために
竹の輪で支えられ，一方「下新川型天狗舞獅子」「越後型神楽獅子」はそれぞれ 2 人，1 人のみ
で獅子が担われる．「行道獅子」はある資料では「舞わない獅子」とも分類されているように10），
獅子は練り歩くだけとなる．つまり，いずれの型も，獅子はそれほど激しい動きをしないのであ
る．
　一方，「氷見型百足獅子」は 6 名ほどが獅子を担うが，ある資料に「リアル」という表現があ
るように11），天狗と獅子の殺し合いが真に迫って演じられるのである．あるとき，C 村の獅子を
担っていた当時大学生であった I 氏がインタビューの際に（2014 年 8 月 8 日），「今は人がやっ
とるってわかるんですけど，小さいとき，獅子に人が入っとるって知らなかったんです」と話し
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たことがあったが，それだけ獅子という生き物が実在するかのような印象を受けたということだ
ろう．
　また，殺し合いが表現される演目「シシコロシ／コロシ」は 30 分から 1 時間かけて演じられ
る．これだけの時間をかけるのも氷見型百足獅子の特徴であるが，必然的に，獅子舞にかける時
間や労力が相当のものとなる．天狗も大人が担い，動きも激しいため，演じられる団員の年齢も
限られている．それが，氷見型百足獅子を継承する団体の自負になっていることは間違いない．
　このように考えると，【表 1】からもわかるように，福光町や八尾町，婦中町も人口に対する
獅子舞数は少なくないものの，氷見型百足獅子を継承する団体の多い高岡市や氷見市が，獅子舞
を市のある種のシンボルとして位置付けていることもうなずける．そこで次に，高岡市と氷見市
の獅子舞の状況に着目する．
　1-1．高岡市における獅子舞活性化の試み
　高岡市では早くから獅子舞がある種のシンボルとして認識されていたようである．市内の複数
の獅子舞団体が共演する「高岡獅子舞大競演会」は 2018 年で第 43 回を迎えており12），C 村は第
2 回の競演会に指名を受けて出演した．現在は獅子舞を演じるだけであるが，第 2 回には審査が
行われたそうであり，C 村はそこで「優勝した」というのが誇りであった．C 村の公民館にはそ
のときの賞状が今も大切に保管されている．
　また，高岡市の有磯正八幡宮獅子舞協議会が 2012 年から「獅子頭総覧」というイベントを開
始している．各町村がそれぞれの獅子頭を持ちより，一同に展覧するというものである．当イベ
ントでは，複数の団体による獅子舞の特別奉納や，出展団体の大競演会出演の際の映像の放映等
も行われている．
　2015 年 5 月には「高岡市合併十周年記念」として，高岡市の映画制作会社「タカオカンドリー
ム社」が映画「獅子舞ボーイズ」を公開．富山県内の公立施設等で公開されたほか，横浜の映画
館シネマ・ノヴェチントで開催された「ご当地映画祭」にも参加した．高岡市で予定されていた
全 19 回の上映会では 2,000 人近くの来場者があり，追加上映会も行われた．また，2014 年から
2016 年にかけては高岡ケーブルネットワーク株式会社が「教えて！獅子舞テレビ」という番組
を放送し，高岡市内の 40 団体の獅子舞を紹介している．
　こうした行政や企業の取り組みに影響を受け，2015 年 3 月に高岡市の 13 団体が初めて意見交
換会を行った．この背景には，「富山県百年に一度の大事」と言われた，3 月 14 日の北陸新幹線
の開業がある．北陸全体，富山全体がこの開業には沸いたが，高岡市では北陸新幹線が停車する
新高岡駅が新たに建設されたこともあり，特に盛り上がりをみせていた．当意見交換会もそのう
ごきの一つと言えるだろう．
　北日本新聞によれば，当意見交換会は「人口減少時代における保存継承，北陸新幹線開業や外
国人観光客の増加を受けた活用の両面から，獅子舞の今後を語り合おう」との趣旨のもと行われ
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たという（呼び掛け人は高岡市会議員の横田誠二氏）13）．意見交換会に参加した C 村の U 氏によ
れば，具体的には現在開催されている競演会をより盛大にすること，そのことによって観光客の
呼び込みをはかることが目指されていたという．
　当意見交換会はその後も継続され，2017 年 4 月には高岡市長に対し，獅子舞の保存継承への
協力を求める意見書を提出する．近隣の市で行われているような連絡協議会などの組織の設立の
検討や，児童・生徒が獅子舞も含めた伝統文化に親しむ機会を設けることなどへの取り組み強化
を要望した14）．高岡市では北陸新幹線の開業をきっかけに，獅子舞の継承への機運が高まってい
ると言えそうである．
　では，隣接する氷見市の状況はどうだろうか．先にも述べたように，高岡市で継承されている
獅子舞には氷見型百足獅子が多いが，そのルーツは氷見市である．氷見市でも，行政や企業が同
様の取り組みを行っているのだろうか．
　1-2．氷見市の獅子舞状況
　氷見型百足獅子の起源はよくわかっていない．江戸時代後期の氷見の実力者，九代田中屋権右
衛門が，文政 10（1827）年から安政 6（1859）年までに書き残した日記『応響雑記』中に，獅子
舞に関する記事が散見できることから15），江戸時代後期にそのルーツを求めることができると言
える．
　氷見市が獅子舞を市のシンボルと位置付けていると最も感じられるものは 2005 年 4 月にオー
プンした「ひみ獅子舞ミュージアム」であると言えよう．氷見市商工観光課のホームページに
は，当ミュージアムについて以下の説明があげられている16）．
ひみ獅子舞ミュージアムは，氷見の代表的な伝統芸能である獅子舞の展示・実演・体験を通
して，後世への文化の伝承と担い手不足のため獅子舞が途絶えている地域への応援的役割を
果たすとともに，現在各地区で展開されている地域活動や市内各種情報を発信する総合案内
機能を兼ね備えたミュージアム（博物館）である．
　当ミュージアムでは，各町村の獅子舞の様子を撮影した写真の展示や，天狗の面，獅子頭等の
展示も行っている．また実演会の会場ともなるシアターでは 15 分の獅子舞の映像を視聴するこ
ともできる．不定期に氷見市の獅子舞団体による獅子舞実演会も開催しているが，2017 年度は 2
回のみだったという．2018 年度は 2018 年 9 月 15 日の 1 度のみの開催である（2018 年 10 月 25
日現在）．また，ひみ獅子舞ミュージアム以外に氷見市において獅子舞に関する取り組みはみら
れない．2018 年で第 46 回を迎えたひみまつりでは，「獅子舞フェスティバル」がメイン行事と
位置づけられているが，主催は北日本新聞社である．
　そのことと関係しているとは思えないが，氷見市の獅子舞が減少傾向にあることは事実のよう
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である．先にも 1978 年の調査で氷見市に 150 団体の獅子舞が確認されるというデータをあげ
た17）．しかし，1983 年の調査では 138 団体となり18），2001 年の氷見市商工観光課の調査では 128
団体19），2005 年の氷見市商工観光課と氷見市ふるさと整備課の調査では 98 団体と報告されてい
る20）．
　また，2014 年以降，氷見市商工観光課が氷見市内の獅子舞の日程を春季と秋季にわけてホー
ムページで公開しているが21），春季と秋季の双方が公開され始めた 2016 年をみると，件数はあ
わせて 100 件（うち未定 1 件を含む），2017 年は 94 件となっている．そして 2018 年は 70 件で
ある．【表 2】はこれらのデータをグラフにまとめたものである．
【表 2：氷見市における獅子舞数の推移】
　氷見市の獅子舞数が減少傾向であることは間違いないが，特に 2017 年から 2018 年にかけては
【写真 1：ひみ獅子舞ミュージアム】
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激減と言ってよい減り方だろう（氷見市商工観光課は毎年，各団体に問い合わせて日程表を作成
するため，確実なデータだと言える）．これだけの人口で，大変な時間と労力をかけて維持され
てきた氷見型百足獅子が，氷見市でもこれだけ失われている．このように考えると C 村の休止
という状況も，やむを得ないのではないかと思わされてしまう．
　２．活性化の取り組みは実を結ぶのか
　ところで富山県には，高岡市および氷見市以外にも地域に限定しない獅子舞活性化の取り組み
として，民間企業の出資によって 2013 年に誕生した「獅子魂」と呼ばれるプロジェクトがある．
「獅子魂」のホームページには次のように呼びかけられている22）．
富山県は，全国的に見ても獅子舞が非常に多いところです．県内には約千二百もの獅子舞が
伝承され，まさに日本一の獅子舞県といえます．
……
しかし近年は，少子化の影響などにより，富山でも獅子舞の活動数が次第に減少してきてお
り，中には休止や廃止となる地区もあり，非常に残念に思われます． 
獅子魂（シシコン）とは，この富山伝統の獅子舞の再生と活性化を目的としたプロジェクト
です．県内全域の獅子舞団体と，その活動を応援してくれる企業や個人，より多くの人とつ
ながることで，富山の獅子舞の魅力を世界に発信し，富山を盛り上げていきたいと思ってい
ます．
　ここでは獅子舞団体と企業や個人をつなげる，と記されているが，具体的には「ピュアサポー
ター」と「ビジネスサポーター」の募集を行っている．「ピュアサポーター」は 1 口 1,000 円か
ら申し込むことができ，「自身のホームページやブログ，Facebook などの SNS を通じ，様々な
機会で富山の獅子舞の魅力を PR」「獅子魂が開催・協力する，獅子舞イベントなどへの参加ま
たはボランティア協力」「獅子魂からのアンケート等への協力」を「できる範囲」で行う．「ビジ
ネスサポーター」は年会費 30,000 円を納めることで，「獅子魂ロゴの使用権利」「事業者名紹介
及びホームページリンク」「獅子魂を活用したビジネス展開＆紹介」という特典が得られる．
　また「獅子魂」は，2017 年には「富山県の元気作りを目指すための総合文化プログラム」と
して「獅子魂 TV」という企画を開始した．富山テレビ放送で各町村の獅子舞を紹介する 10 分
の番組を放映するのである（テレビ放送の後には YouTube での視聴も可）．番組には団員の紹
介や，団長および地区会長らのインタビューもある．これまでに 40 団体が紹介された（2018 年
10 月 25 日現在）．
　獅子魂へのインタビューによれば，獅子魂は「現在獅子魂では，獅子舞文化情報の発信，収
集，共有のステージを提供する事に力を注いでいる」ということであったが（2018 年 8 月 3 日
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メールによるインタビュー），ホームページ上で富山県内の獅子舞の日程を公開するなどもして
いる．
　氷見市の獅子舞数が「激減」していることはすでに述べたが，高岡市に目を移した場合，高岡
市の取り組み，また民間企業による取り組みが功を奏しているのか，また減少の歯止めとなって
いるのかと言えばそれはわからない．C 村も 2015 年から行われている 13 団体による意見交換会
には参加している（と言っても，C 村はそのときすでに休止が決定しており，それを前提にして
の参加だった）．2015 年には「獅子頭総覧」へ出展し，先述の「教えて！獅子舞テレビ」にも出
演した．しかし，結局は 2017 年に休止を迎えたのであるから，C 村に限って言えば，意見交換
会や「獅子頭総覧」への出展，テレビ放送が獅子舞存続の起爆剤になったとは捉えにくい．
　こうした横断的な試みがより強まれば状況は違うのかも知れない．C 村は実が結ばれる前に休
止を迎えてしまったということだろうか．しかし，獅子舞は無形文化財である．一般的に芸能へ
の行政の支援というと，まっさきに思い浮かぶのは経済的な支援である．だが，無形文化財であ
る獅子舞は経済的な支援をそれほど必要としていない．C 村の場合も，村の各戸からのハナ代
（青年団に渡される金）は相当なもので，毎年十分以上の収益がある．観る側も演じる側も各町
村の住人，という形態で継承されてきた獅子舞は，基本的にはやはり町村の住人が支えるしかな
いものであるということを実感させられる．
　2-1．C 村民による C 村民のための唯一無二の獅子舞
　結局のところ，その町村の獅子舞はそのほかのかたちでは代替不可能なのではないだろうか．
エッセイ「天狗がつくられる村―富山県高岡市 C 村の獅子舞調査」で述べたように23），筆者ら
が小学生の頃，「C 村が一番や！」などと自分たちの町村の獅子舞を競い合って，担任の先生か
ら「いい加減にしなさい」とあきれられた．しかし実は，自分の住む町村以外の獅子舞をみたこ
とがない人が大部分である．筆者も，こうして調査を始めるまでは他の町村の獅子舞などほとん
どみたことがなかった．
　稀に「獅子舞フリーク」などと呼ばれる人がいる．獅子舞フリークは，獅子舞シーズンの春や
秋には毎週末，さまざまな町村の獅子舞をみに出かける．しかし大部分の人は，そうではない．
C 村の獅子舞が舞われなかった 2018 年も，C 村では舞われないから他の町村へ…ということは
まず起こらない．皆，口々に「さみしい」「あいそんない（筆者注：方言で「張り合いがなくさ
みしい」というような意味）」と言うのだが．つまり，C 村の獅子舞が意味を成すのは，C 村の
住人たちが，C 村の神社や各家々で，演じる獅子舞だから，なのだ．それだけで，比べるまでも
なく「一番！」なのである．
　だが，こうした，各町村の唯一無二という意識が芽生えたのはいつ頃からなのだろうか．氷見
市の中でも「氷見型百足獅子」のルーツとされるのが十
じ ん ち ょ う
二町の獅子舞である．筆者が調査対象と
してきた C 村も，間接的にではあるが十二町の流れを組むものとされている．C 村からほど近
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い，長江という村は直接的に十二町から獅子舞を継承したらしい24）．
長江の獅子はいつ頃，どこから伝わってきたか．言い伝えによれば，孫太郎家の二代目豊左
エ門が氷見の十二町から長江へ養子に来て，獅子舞のないのを寂しく思い，当時の肝煎りを
初め，村人と相談して，習うことにした．
　このようにある時期には，十二町の獅子舞は近隣の町村に伝承されていた．しかし，徐々にそ
のようなことはなくなったのではないか．十二町には複数の獅子舞があるが，ある地区では長男
だけに天狗の習得資格を与え，他村への流出を防いだというのである25）．
　こうして，多くの町村が獅子舞をもつようになったからこそ，各町村がオリジナルの獅子舞に
こだわり，そうなると「唯一無二」の意識が高まり「伝承」へのこだわりも生じる．C 村も「獅
子舞競演会で優勝した」ということを誇りとし，相当の練習時間と労力をかけて維持してきた．
C 村の獅子舞が休止を迎えるという記事は地元の新聞にも取り上げられたが，そこでは「高岡獅
子舞大競演会の初代王者」と紹介されている26）．
　もし，「初代王者 C 村の獅子舞」を続けることではなく，「獅子舞を続ける」ことを優先させ
れば，休止に至らなかった可能性もある．たとえば，天狗を，受験に部活動に仕事にと忙しい高
校生以上ではなく子どもに限定してしまい，演目も簡単なものにする．獅子も，「人が入っと
るって」気づかないほどの，6 名によるものではなく，簡易な獅子にする．また，隣接する射水
市新湊や高岡市の一部では，各町村間で人材の行き来があるという27）．基本的に隣の町村にも，
さまざまな差異があるものの，ルーツを同じくする獅子舞であれば類似点があり，ある程度は助
け合うことが可能なのだ．しかし C 村の場合，想像しただけで「それなら休止でなんつかえん
（筆者注：休止で問題ない）」という声が方々から聞こえてくる．
　2-2．「簡単なことではない」
　以下は，2012 年の氷見市の獅子舞の状況について述べられた文章である28）．
獅子舞の存続をはかり，その運営をより円滑に行うため，地区内の幅広い年齢層からなる獅
子舞保存会を結成して獅子舞を維持している所もみられる．当然，保存会は世代を超えて組
織されるため，会を構成する各世代においては獅子舞に対する思い入れや獅子舞との間合い
の取り方は一様ではなく，そのため獅子舞の運営を巡る意見の集約も容易ではないようだ．
それゆえ，従来の若連中や青年団だけによる運営から獅子舞保存会の手に委ねられた結果，
世代間の運営上の意志統一がより難しくなり，結局獅子舞そのものを休止せざるを得なく
なった地区もみられる．
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　C 村は，青年団という組織のまま，OB が主力となるという珍しいかたちで存命をはかってき
た．そのため，保存会という組織による軋轢は生じなかったものの，仮に保存会が設立された場
合の「世代間の運営上の意思統一がより難しくなる」という状況は容易に想像できる．
　青年団を引退してからも OB の主力としてさいごまで関わり続けた O 氏は，休止の決断につ
いて以下のように述べた（2018 年 8 月 4 日インタビュー）．
（獅子舞を）やろうと思えばあと 2 ～ 3 年はできたと思う．でも，下の者
もん
らっちが，ひどい
思いせんなんから．下の者らっちが，上から（獅子舞をやめることについて文句を）言われ
たらかわいそうやから，俺らがおるうちに決断して，かぶってやらんなん．なんか文句あん
がなら，俺らに言うに来い，言えるから．
　O 氏は休止について次のようにも述べた．
ほんまは死ぬまで現役でおりたかった．俺の葬式で，こいつら（後輩たちを指さして）が獅
子舞やってくれるがが夢やった．でも昔と違
ちご
て強制なんかできん．獅子舞好きな人もおれ
ば，イヤな人もおる．
　また現在も青年団の代表である U 氏は，現在も「復活できたらいい」と思っている（2018 年
9 月 8 日インタビュー）．しかし，「祭りをやってくれる子がおるかおらんか，そっからやな」と
悲観的でもある．U 氏いわく，C 村のある小学校の校区の小学生はここ 25 年で約 3 分の 1 に
なっているという．C 村にしても，核家族化がすすみ，子どもの数が激減しているのである．20
代には「俺らの代で復活させたい」という青年団のメンバーもいる．しかし，彼や O 氏，U 氏
のような，一部の熱意だけで成り立たないのが C 村の獅子舞なのだ．
　氷見市立博物館編の『特別展氷見の獅子舞―舞う獅子舞・舞わない獅子舞』には，「博物館が
直接氷見の獅子舞の維持と伝承に手を貸すことはそんなに簡単なことではない」と述べられてい
る29）．これまで述べてきたように，高岡市にしろ，氷見市にしろ，行政および民間企業がいくつ
かの取り組みをしている．しかし，それはやはり「簡単なことではない」のである．
　2-3．獅子舞による団結と断絶
　筆者のインタビューに対する，獅子魂プロジェクトへのインタビューへの応答に次のような言
葉があった――「県内の獅子舞では，各地域の人々のつながりを強く深くする役目も持っていま
す．子供から高齢者まで．さらには，お囃子の音楽を通じて障害者から健常者まで一体となれて
いる地域もあります」30）．このことは事実だろう．しかし，C 村の場合，青年団が OB へと主力
をうつし，いわば任意のかたちで継続されるようになってから（とはいえ任意でなかった時代は
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ないのだが），獅子舞に参加しない人にとっては獅子舞が「うしろめたいもの」になっていった
と見受けられる．
　休止を迎える 2017 年．さいごとなる神社での舞には，かつて練習や本番に出入りしていた青
年団のメンバーの姿もみられた．しかし彼らは，獅子舞が終わると，逃げるように神社を去って
しまった（筆者は出来れば話を聞きたいと思って彼らを目で追っていたのだ）．おそらく，「さい
ごだからみたい，でも練習に行かなくなってしまったことがうしろめたい．今のメンバーにあわ
せる顔がない」という心境だったのではないだろうか．
　この感情はもしかしたら，青年団および OB の家族にも共有されていたかも知れない．「あこ
んとこの○○くんは頑張っとられるがに，うちの子は…」という気持ちでは，見物に行くのもた
めらわれるのではないか．だからこそ，祭礼 2 日めの神社での舞を，みにくる人が年々減ってい
たのではないだろうか．
　先述の『富山県の獅子舞芸能と祭礼―獅子の芸能と行事の現状』には，獅子舞の減少について
「社会構造の急激な変化により，保存組織の維持が困難になり，民俗芸能の紐帯としての役割が
低下しているためと考えられる」と述べられている31）．C 村の場合，獅子舞が紐帯として機能し
ていた時代が確実にあった．しかし，これまでのエッセイで述べてきたように C 村は徐々に，
獅子舞に参加する人としない人にわかれるようになった．獅子舞を続けようとする人と，参加し
ない／できないことからうしろめたさを抱える人．このような分断は「紐帯としての役割」とは
反対の作用に結びついていたのではないか．
　そのように考えると，納涼祭の様子は印象的であった．テントに，獅子舞の練習では見かけた
ことのない人が複数いた．獅子舞の 1 か月続く練習や，週末の 2 日間がつぶれる祭礼本番への参
加は重荷でも，ほぼ当日の準備で事足りる納涼祭であれば参加できる，参加したい．そのような
人もいるだろう．
　「うしろめたさ」を抱える人のいない納涼祭のはればれとした雰囲気は，2012 年から続けてき
た獅子舞の調査では感じたことのないものだった．獅子舞の練習には常に，当日の人員配置に苦
労するメンバーの会話や，「〇〇練習こん（筆者注：来ない）」といった愚痴ともとれる言葉があ
り，重苦しいものがあった．さまざまな事情から継続が難しくなっている獅子舞．しかし村の紐
帯としての役割は，こうして（納涼祭などの）別のかたちに託されていくのかも知れない．
　2019 年の春の祭礼に，神社で流される予定のお囃子の録音．筆者はそれを聞きに行くだろう
か．天狗と獅子のいない神社に一人いき，スピーカーのお囃子の音をきくことを想像すると，顔
見知りの青年団のメンバーや幼なじみと言葉を交わすことができる納涼祭の方により心がひかれ
てしまう．
　おわりに
　筆者はこの秋，富山県内のいくつかの獅子舞をみに出かけた．9 月 16 日は氷見市の「間島」
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と「中村」，9 月 22 日は黒部市の「沓掛」，9 月 30 日は氷見市の「余川」（北側と南側 2 団体），
10 月 6 日は射水市の「六渡寺」および高岡市の「長江」，10 月 7 日は氷見市の「大伊勢町」（「上
伊勢」「下伊勢」「中伊勢」の 3 団体）と，富山県の東部にも西部にも出かけたが，その多様性に
まず驚かされる．C 村も氷見型であるため，氷見市の獅子舞のお囃子をきくとルーツが同じであ
るということがよくわかる．しかし，その舞い方の違いには驚かされた．衣装や面，獅子も違え
ば，かけ声も違う．氷見市余川という地域でも，北川と南側でまったく違うし，大伊勢町でも
「上伊勢」「下伊勢」「中伊勢」それぞれに異なっていた．こうしてみると，【表 2】でも示したよ
うに，氷見市の獅子舞が 40 年前と比べると半数に減ってしまっていることが残念でならない．
【写真 2：黒部市沓掛の獅子舞（2018 年 9 月 22 日撮影）】
【写真 3：氷見市余川の獅子舞（2018 年 9 月 30 日撮影）】
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【写真 4：射水市新港六渡寺の獅子舞（2018 年 10 月 6 日撮影）】
　同時に，C 村の獅子舞がいかに舞として高度であり，天狗と獅子のシリアスな殺し合いであっ
たかをあらためて思わされた．氷見市間島では，舞を終えた天狗が一緒に連れていっていた息子
（1 歳）に手を振ってくれたが，C 村ではそんなことはあり得ない．天狗は獅子と対峙する孤高
のヒーローだから，子どもに手を振るなどという陽気なことは絶対にしない．そして，C 村の獅
子舞がいかに存続しにくいものであったかも再認識させられた．というのは，やはり芸能として
の舞が高度であるということである．一つの演目が演じられる時間も長い．さらに C 村の場合，
「継承」に非常に重きが置かれているため，何かを変えることが許されていない．
　そういう意味で，黒部市沓掛の事例はとても興味深かった．沓掛では，1993 年にそれまでは
獅子舞には参加していなかった小学生女子の舞の演目が新たに作られた．結果的に，小学生の女
子たちが高校生や大学生になっても獅子舞にかかわるようになっている．また，そもそも舞自体
がかなり柔軟なものであるらしい．【写真 2】はバスケットゴールのある家での舞の様子である．
バスケットボールもゴールのそばにあったのだが，天狗が即興でシュートをして見せたりしてい
たのだ．今年は，富山県立入善高校の生徒たちも課外活動として見学していたのだが，住民が高
校生を舞に引っ張り込んで，即興で一緒に躍らせるということまでしていた．その柔軟性こそ
が，過疎化や高齢化でも継続を可能にしている秘訣なのだろう．また，射水市新湊も，舞の変化
には寛容だという32）．獅子舞そのものもさまざまであれば，その受け継がれ方もまたさまざまな
のである．
　だがあらためて，コンビニエンスストアやショッピングモール，衣料量販店，大型家電量販店
など，どこでも似たような風景を目にする現代に，一歩踏み込めばこれほど多様な文化が存在し
ていると思うと，多様であるというだけでかけがえのないもののように思える．そうした意味
で，C 村も含め，獅子舞の減少傾向がやはり残念でならない．めどはまったくたっていないが，
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C 村の獅子舞が再開されることを願ってやまない．
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